
 

千葉市では、令和８年８月千葉豪雨により被災した県道生実本納線（旧千葉外房有料道路）

の早期復旧に向けて越智高架橋下部工の設計を進めてきました。このたび、令和８年台風第

２５号により、これに隣接する千葉県管理区間（市原市瀬又）においても大規模な被災が確

認されたことから、千葉県からの依頼を受け、応分の負担のもと、県管理区間を含めて復旧

工事を実施することとなりましたので、お知らせします。 

 

１ 被災状況等 

（１）被災箇所 

・路線名 県道生実本納線 

・発生場所 市原市瀬又 越智高架橋（誉田ＩＣ〜大木戸ＩＣ間） 

（２）８月千葉豪雨 

  ・越智高架橋下部工の洗堀 

（豪雨や河川の増水によって地盤が削られ、橋を支える土が失われた状態） 

（３）台風第２５号 

・崩落の長さ（区間） 約１５メートル（橋台と道路をつなぐ取り付け部が崩落） 

・崩落した道路の幅 約８メートル 

・管理区分 管理協定に基づき道路部（崩落部分）は千葉県管理、橋梁部は千葉市管

理 

 

２ 本市が実施する理由  

令和８年８月千葉豪雨により本路線が被災したことを受け、本市では早期復旧に向けた

設計を進めていました。その後、隣接する千葉県管理区間においても大規模な被災が確認

されたことから、千葉県との協議の結果、効率的な復旧を行うため一体的に行うこととし、

橋梁本体を管理する本市で県管理区間を含めて施工することとなりました。 

 

３ 復旧に向けた作業状況 

本路線は緊急輸送道路に位置付けられ、本市と外房地域や圏央道を結ぶ広域ネットワー

ク道路です。現在、現地調査を実施していますが、道路が分断され、地形が変化するほど

の激甚な被害が確認されています。このため、再度の被災防止や安全性の確保を図る観点

から、応急的な復旧にとどまらず、必要な補強を含めた復旧方法の検討を進めています。 
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